














はじめに 

小児期の糖尿病は終局的には内因性のインスリン分泌が完全に消失する若年性糖尿病がほ

とんどであるといわれている。小児慢性特性疾患として登録される糖尿病の診断名には若

年性糖尿病,ケトァシドーシスを伴う糖尿病,その他の病名の 3つがある。それぞれの登録

数を見てみると.診断名不明の都県があるため,総例数 2219 例のうち,若年性糖尿病 1.804

例,ケトアシドーシスを伴う糖尿病 2例,その他の属名 4例と診断名不明399 例であった。

診断名の明らかなものは 1,810 例でその中の若年性糖尿病は 99.7%である。他の 6 例も現

在あるいは将来若年性糖尿病と診断されるようになる可能性は高く.ほぼ全例が若年性糖

尿病であるといってよいであろう。 

したがって以下には糖尿病として登録されている全例すなわち 2219 例を診断名によって

細分することなく,一括して検討を進めていくことにする。 


